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日韓中民俗芸能フェスティバル

西湊鬼楽太鼓
～躍動する和太鼓の演技で、韓国金泉市民を魅了～
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パク・ボーセン金泉市長と記念品交換をする山本進団パク・ボーセン金泉市長と記念品交換をする山本進団長長

舞台の演奏は最高潮に！舞台の演奏は最高潮に！パレードを楽しみながら演奏
するメンバーたち

パレードを楽しみながら演奏
するメンバーたち

金
泉
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派
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職
員

野
崎
長
志
レ
ポ
ー
ト

10
月
10
日
か
ら
の
２
日
間
、「
日
韓

中
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
七

尾
市
と
の
国
際
姉
妹
都
市
で
あ
る
韓
国

金
泉
市
で
開
催
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
七
尾

市
を
は
じ
め
、
金
泉
市
と
の
国
際
姉
妹

都
市
で
あ
る
中
国
成
都
市
の
公
演
団
が

招
待
。
各
国
の
芸
能
が
、
大
舞
台
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
尾
市
か
ら
選
ば
れ
た
団
体
は
、
私

が
所
属
し
て
い
る
「
西
湊
鬼
楽
太
鼓
」。

公
演
で
は
、
私
も
メ
ン
バ
ー
の
５
人
と

参
加
し
、太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
「
自
分
た
ち
の
芸
能
が
異

国
の
地
で
通
用
す
る
の
か
」
と
い
う
不

安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
は
い

つ
も
以
上
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
太
鼓
演

奏
を
披
露
。
２
回
の
公
演
を
終
え
た
メ

ン
バ
ー
の
不
安
は
確
か
な
自
信
へ
と
変

わ
り
、
ま
た
、
観
客
か
ら
は
、
鳴
り
止

ま
な
い
拍
手
や
、
賞
賛
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
を
通
し
て
、
金
泉
市
民
の

心
に
、
躍
動
す
る
七
尾
の
和
太
鼓
を
印

象
づ
け
、
金
泉
市
と
の
絆
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

今
回
の
文
化
交
流
や
今
夏
の
中
学
生

交
流
は
、
参
加
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
の
出
会
い
が
終
わ
り
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
交
流
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
七
尾
市
と
金
泉
市
を
つ
な

ぐ
、
架
け
橋
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。



FACE OF TOWN 市内で行われた活動やイベントを紹介します

１
０
５
歳
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

〜
荒
木
又
吉
さ
ん
〜

１
０
０
歳
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

〜
松
田
と
め
さ
ん
〜

伝
統
芸
能
を
披
露
「
徳
田
ま
つ
り
」

　

〜
町
内
会
総
出
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
〜

実
り
の
秋
に
感
謝
す
る「
鵜
浦
町
の
秋
祭
り
」

　

〜
女
の
子
の
踊
り
子
が
登
場
〜

小
学
生
と
高
齢
者
の
交
流

　

〜
高
齢
者
を
喜
ば
せ
る
〜

高
校
生
が
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

　

〜
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
お
店
へ
〜

　又吉さんは本当に元気いっぱいだ。この歳になっても
家族の介助はほとんどいらない。自ら自宅の庭の木を剪
定したり、草刈機にエンジンをかけ、除草作業をしたり
と意欲的だ。日課として近くの山への散歩も欠かさない。
まさに七尾市一番の超人。又吉さんは「なにせ、動かな
いと。けど、早く浄土に連れて行ってもらわないとね」
と冗談も話すほどひょうきんな一面も。又吉さんを見て、
逆に周囲の人たちが元気をもらったような感じだった。

　これまで大病を患うこともなく100歳の誕生日を迎え
られたとめさん。家族や施設の入所者などの皆さんが集
まり、にぎやかに誕生会が開かれた。次男の嫁の松田タ
マヰさんは「特に健康に気をつかっていたわけではなく、
好き嫌いなく何でも食べている」と家族から見たとめさ
んの長寿の秘訣を話してくれた。施設では車いすでいろ
いろと周り、ひなたぼっこなどもして穏やかに過ごして
いるとめさん。これからも元気で長生きしてください。

　今年で26回目を迎える徳田地区のイベント「徳田まつ
り」。昭和60年頃に、地元の壮年団がまちおこしの一環と
して始めたもの。今では、町内会総出の大規模な催しと
なっている。ステージでは、伝統芸能の獅子舞やふるさ
と太鼓など普段見ることのできない競演があり、大勢の
観客でにぎわっていた。訪れた人たちにとって、まつり
を通してふるさとの伝統や文化に親しむ良い機会となっ
たのでは。

　今年、獅子舞を23年ぶりに新調した秋祭り。若い衆や
小学生は、心機一転の気持ちで太鼓や笛のリズムに合わ
せて、獅子舞の踊りを披露した。神輿を担いだ若い衆が、
長く栄えるという意味の「ちょいやさ」と威勢のいい掛
け声で、町内を練り歩いた。今回初めて女の子の踊り子
が登場。踊り子を演じた松本明日風さん（北星小学校２
年生）は、男の子にも負けない勇ましい踊りを披露。長
年続く秋祭りの歴史に新しい風を吹き込んだ。

　小丸山小学校３年生34人は、高齢者に喜んでもらおう
と老人ホームを訪問。ちぎり絵や紙芝居、風船バレーな
どを高齢者と一緒に楽しんだ。体を動かす風船バレーで
は、児童と高齢者混合の２チームに分かれ、点数を競い
合った。鷹合祐依（ゆい）さんは「紙芝居をしたら、お
ばあちゃんが手をたたき、喜んでくれてうれしかった」
と笑顔で話してくれた。児童は、高齢者との交流を通じて、
人を喜ばせることができることを感じたのではないか。

　七尾東雲高等学校の２年生で運営する「高校生カフェ・
レス　しののめ夢パーク」。毎週火・木・金曜日の放課後に、
生徒が手作りしたクッキーやパウンドケーキなどを販売。
商品には、中島菜、金糸瓜など地元産食材を使用し、コー
ヒーや紅茶が楽しめるカフェコーナーも設けられている。
池島美希さんは「地域の皆さんに愛されるお店づくりを
目指す」と目標を語ってくれた。地域住民が気軽に学校
へ立ち寄れる取り組みとして、今後人気を呼びそうだ。

９月21日㈮：自宅（深見町）９月21日㈮：自宅（深見町）

10月７日㈰：能登国分寺公園10月７日㈰：能登国分寺公園

10月18日㈭：エレガンテなぎの浦10月18日㈭：エレガンテなぎの浦

９月21日㈮：ななみの里（石崎町）９月21日㈮：ななみの里（石崎町）

９月22日㈬：鵜浦町９月22日㈬：鵜浦町

10月９日㈫：七尾東雲高等学校10月９日㈫：七尾東雲高等学校
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